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修士論文要旨
【問題と目的】児童の不適応の背景要因として，ストレスの
問題が指摘されていることから，これまでに学級集団を対
象としたストレスマネジメント（Stress Management; 
STM）教育が実施されるようになり，ストレス反応低減に
対する効果が示されてきた（三浦・上里，2003）。しかしな
がら，これまで行われてきた学級集団を対象としたSTM教育
においては，学級全体に共通のコーピングスキルが選定さ
れ，結果的に，全体の目標に合致しない状態像の児童が生
じていた可能性があり，ターゲット行動が当該個人におい
て機能するかという観点が不十分であった。そこで，強化
子の個人差を考慮し，目標となるターゲット行動を個別に
設定する介入の個別化の手続きが含まれる行動活性化療法
（Behavioral Activation Therapy; BA）が援用可能であ
ると考えられる。BAは，抑うつに対する行動論的理解に基
づく心理臨床的介入技法であり，行動の随伴性に対する感
受性を高め，回避行動を減らし，当該個人の目標に対する
接近行動を増やすことが目的とされる（Martell et al., 
2001）。このことを踏まえると，児童を対象としたSTM教
育においても，BAの手続きを取り入れることによって，介
入効果が一層増加することが期待できる。そこで本研究で
は，まず接近・回避行動と報酬知覚，抑うつの関連につい
て，行動活性化モデルに基づき検討する（研究１）。続いて，
学級集団を対象としたSTM教育にBAの手続きを組み込ん
だ際の児童のコーピングとストレス反応に及ぼす影響を検
討することを目的とする（研究２）。
研究１　接近・回避行動と報酬知覚，抑うつの関連
【方　法】研究参加者　大学生および大学院生40名（男性11
名，女性29名；平均年齢22.38±2.64歳）を対象とした。測
度　①接近行動：BADS日本語版（高垣他，2013），②回避
行動：CBAS日本語版（高垣他，2011），③報酬知覚：日本
語版EROS（国里他，2011），④抑うつ：日本語版CES-D
（島他，1985），BDI-II日本語版（Kojima et al., 2002），⑤
特性不安：日本語版STAI-T（清水・今栄，1981）。
【結果と考察】特性不安得点を統制変数とし，①～④の偏相
関分析の結果，相関が認められた箇所にパスを仮定し，抑
うつの行動活性化モデルの検討を行った。その結果，一般
的に接近行動は，抑うつに対して，直接的な経路と報酬知
覚を介する経路から影響を与えることが明らかとなった。
研究２　学級集団を対象としたBAが児童のコーピングとス
トレス反応に及ぼす影響
【方　法】研究参加者　関東圏の公立小学校に在籍する児
童109名（５年生男子62名，５年生女子47名）を対象とした。
研究参加者を学級ごとに，標準的なSTM授業のみを行う群
（以下，STM群），標準的なSTM授業に加えて認知的再体制
化を行う群（CR群），標準的なSTM授業および認知的再体
制化に加えて価値とターゲット行動のアセスメントおよび
活動スケジュールを含むBAの手続きを行う群（CR＋BA
群）に振り分けた。測度　①ターゲット行動実行の程度
（CR＋BA群のみ），②ストレス反応：小学生用ストレス反
応尺度（嶋田他，1994），③抑うつ：DSRS-C日本語版（村
田他，1996），④コーピング：小学生用コーピング尺度（嶋
田，1998），コーピングの案出数（本研究にて独自に作成），
⑤報酬知覚：日本語版EROS（国里他，2011）。手続き　各
群に対し，45分間のSTM教育の授業を１回実施し，授業の
前後に①～⑤への回答を求めた。
【結果と考察】CR＋BA群において，ターゲット行動への従
事量の増加が認められた。また，STM授業実施前と比較し
て授業実施後において，「抑うつ・不安感情」得点の低減が
認められ，とくに，CR＋BA群において高い効果量が得ら
れた。しかし，コーピングと報酬知覚において，群による
効果の差はみられなかった。さらに，STM授業実施前の抑
うつ得点の高さが，授業前後の比較的大きな抑うつの減少
を予測することが示された。以上のことから，STM教育に
おいて，とくに抑うつの高い児童に対しては，BAの手続き
が有効であることが示唆された。
　なお，本研究は，人を対象とする研究に関する倫理委員
会の承認を受けた（2012-233，2013-187）。
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